
平成 30年度 計算書類に対する注記 

社会福祉法人 新篠津福祉会 

 

１．継続事業の前提に関する注記 

   該当なし 

 

２．重要な会計方針 

  （１）有価証券の評価基準及び評価方法 

    ＊満期保有目的の債券等 ― 償却原価法（定額法） 

    ＊上記以外の有価証券で時価のあるもの ― 決算日の市場価格に基づく時価

法 

  （２）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

    ＊最終仕入原価法に基づく原価法によっている。 

  （３）固定資産の減価償却の方法 

    ＊建物並びに器具及び備品 ― 定額法 

    ＊リース資産 

     ・所有権移転ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ取引に係るﾘｰｽ資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。 

     ・所有権移転外ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ取引に係るﾘｰｽ資産 

ﾘｰｽ期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。 

（４）引当金の計上基準 

  ＊退職給付引当金 ― 北海道民間社会福祉事業職員共済会の実施する退職金共 

   済制度に加入している職員に係る掛金納付額のうち、法人の負担額に相当する 

   金額の累計額を計上している。 

    ＊賞与引当金 ― 職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当年 

度に帰属する額を計上している。 

        ＊徴収不能引当金 ― 債券の徴収不能に備えるため、一括評価債権については過 

     去の徴収不能額の発生割合により、個別評価債権については個別に徴収可能性 

     を勘案して徴収不能額を計上している。 

  （５）消費税等の会計処理 

    ＊消費税等の会計処理は、税込処理によっている。 

 

３．重要な会計方針の変更 

   該当なし 

 

４．法人で採用する退職給付制度 

   ① 北海道民間社会福祉事業職員共済会 退職年金事業に加入している。 



    ② 独立行政法人 福祉医療機構 社会福祉施設事業職員共済会退職共済制 

度に加入している。 

 

５．法人が作成する計算書類と拠点区分・サービス区分 

   ＊当法人が作成する計算書類は、以下のとおりになっています。 

   ① 法人全体「第 1 号の 1 様式・第 2 号の 1 様式・第 3 号の 1 様式」 

    ② 法人全体（事業区分別）「第 1 号の 2 様式・第 2 号の 2 様式・第 3 号の 2 様 

式」 

      ③事業区分（拠点区分別）「第 1 号の 3 様式・第 2 号の 3 様式・第 3 号の 3 様式） 

      ④ 各拠点区分におけるサービス区分の内容 

   (1) 社会福祉事業区分 

     ①新篠津福祉会 法人本部拠点区分 

      ア 新篠津福祉会法人本部サービス区分 

     ②新篠津福祉園拠点区分 

      ア 特別養護老人ホーム 新篠津福祉園サービス区分 

      イ 新篠津デイサービスセンター サービス区分 

      ウ 新篠津福祉園ホームヘルプサービス サービス区分 

     ③新しのつ幸生園拠点区分 

      ア 障がい者支援施設 新しのつ幸生園サービス区分 

      イ 障がい福祉サービス事業所 はぴえこ新しのつサービス区分 

      ウ 共同生活援助事業所 はぴらいふ新しのつサービス区分 

     ④ふれあいの苑拠点区分 

      ア 障がい者支援施設 ふれあいの苑サービス区分 

      イ 障がい福祉サービス事業所 みのりの苑サービス区分 

      ウ 障がい福祉サービス事業者 さぽーとセンターこねくとサービス区分 

      エ 相談支援事業所 おあしすサービス区分 

      オ 共同生活援助事業所 支援センターこすもすサービス区分 

      カ ふれあいの苑 居宅介護事業サービス区分 

      キ 相談支援事業所 まるくサービス区分 

      ク えべつ障がい者しごと相談室すてらサービス区分 

(2) 公益事業区分 

 ①新篠津福祉園公益事業拠点区分 

      ア 特別養護老人ホーム 新篠津福祉園附属診療所サービス区分 

      イ 新篠津指定居宅介護支援事業サービス区分 

 

６．基本財産の増減の内容及び金額 

   基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 

 

 



                                  （単位：円） 

基本財産の種類 前期末残高 当期増減額 当期減少額 当期末残高 

土地・福祉園 127,804,820 0 0 127,804,820 

土地・幸生園     69,212,013              0              0     69,212,013 

土地・ふれあいの苑     57,315,394      4,000,000      1,516,961     59,798,433 

建物・法人本部     49,115,497              0     14,494,290     34,621,207 

建物・福祉園    472,645,365              0     56,526,025    416,119,340 

建物・幸生園 215,646,707 0 36,932,623 178,714,084 

建物・ふれあいの苑 444,034,761 89,725,710 46,016,620 487,743,851 

     

合  計 1,435,774,557     93,725,710    155,486,519 1,374,013,748 

 

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金取崩し 

該当なし 

 

８．担保に供している資産 

 担保に供されている資産は以下のとおりである。 

    土地（基本財産） 福祉園     127,804,820 円 

   建物（基本財産） 福祉園      416,119,340 円 

建物（基本財産） ふれあいの苑  139,638,091 円 

         計            683,562,251 円 

 

 担保している債務の種類及び金額は以下のとおりである。  

    設備資金借入金（1 年以内返済予定額を含む）福祉園    117,390,000 円 

設備資金借入金（1 年以内返済予定額を含む）ふれあいの苑  63,048,000 円 

                        計                   180,438,000 円 

 

９．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである 

                                                     （単位：円） 

 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

建物（基本財産） 3,109,769,959 1,992,571,477     1,117,198,482 

建物     144,744,543 103,135,148       41,609,395 

構築物 12,204,150        6,458,709        5,745,441 

機械及び装置    28,461,300       24,612,061        3,849,239 

車輌運搬具 66,904,406       51,132,527 15,793,461 

器具及び備品 184,739,431      170,825,883       30,957,655 

ソフトウェア       5,455,188        2,636,680        2,818,508 

    合  計   3,552,278,977 2,351,372,485    1,217,972,181 



 

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円） 

 債 権 額  徴収不能引当金当期末残高 債権の当期末残高 

国保連・利用者様他 209,307,600  209,307,600 

    

  合  計        209,307,600  209,307,600 

 

１１．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。 

（単位：円） 

種類及び銘柄 帳簿価額 時 価 評価損益 

北海道信用金庫出資金 30,000 30,000  

新篠津村農協出資金      40,000           40,000  

    合  計           70,000           70,000  

 

１２．関連当事者との取引の内容 

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。 

該当なし 

（単位：円） 

種類 法人等

の名称 

住所 資産総額 時業の内容

又は職業 

議 決 権の

所有割合 

関係内

容 

関係内

容 

取引の

内容 

取引金

額 

科目 期末残

高 

      役員の

勤務等 

事業上

の関係 

    

            

取引条件及び取引条件の決定方針等 

該当なし 

 

１３．重要な偶発債務 

該当なし 

 

１４．重要な後発事像 

該当なし 

 

１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び 

純資産の状態を明らかにするために必要な事項 

該当なし 


